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恵
庭
市
が
、
町
内
会
活
動

の
活
性
化
と
職
員
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
協
力
意
識

向
上
に
向
け
て
設
置
し
た

「
地
域
担
当
職
員
制
度
」の

第
１
回
連
絡
会
議
が
４
月
２

日
、
恵
庭
市
役
所
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
同
制
度

に
つ
い
て
の
説
明
の
ほ
か
管

理
職
特
別
勤
務
手
当
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
積

極
的
な
推
進
に
向
け
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
恵
庭
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
理
念

に
基
づ
き
地
域
と
連
携
、
協

働
し
地
域
課
題
の
共
有
、
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
、
町
内
会
活
動
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
職
員

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
参
加
や
協
力
意
識
向
上

を
図
る
こ
と
が
目
的
。
恵

庭
市
町
内
会
連
合
会
の
ほ

か
市
内
を
７
つ
の
エ
リ
ア

に
分
け
て
担
当
職
員
を
配

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状

や
課
題
、
要
望
な
ど
の
把

握
と
地
域
活
動
の
推
進
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

職
員
の
担
当
割
り
は

渡
邊
成
人
生
活
環
境
課

主
幹（
恵
庭
市
町
内
会
連

合
会
）、桑
原
一
徳
生
活
環

境
課
長（
東
恵
庭
地
区
６

町
内
会
）、
斉
藤
喜
代
彦

税
務
課
長（
和
光
地
区
11

町
内
会
）、
東
賢
哉
脱
酸

素
推
進
課
長（
恵
庭
地
区

14
町
内
会
）、
北
田
元
樹

総
務
課
長（
柏
地
区
７
町
内

会
）、
吉
川
圭
子
議
会
事
務

局
次
長（
若
草
地
区
７
町
内

会
）、温
井
雅
雄
恵
み
野
出
張

所
長（
恵
み
野
地
区
５
町
内

会
）、
大
嶋
克
幸
島
松
支
所

長（
島
松
地
区
５
町
内
会
＋

島
松
農
村
地
区
５
町
内
会
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
自
治
交
付
金
や
町

内
会
活
動
活
性
化
事
業
補

助
金
の
申
請
、
生
活
環
境
改

善
要
望
の
報
告
、
管
理
職
特

別
勤
務
手
当
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
議
題
に
上
が
り

ま
し
た
。
こ
の
中
で
恵
庭
市

理
事
者
と
町
内
会
長
と
の
懇

談
会
開
催（
４
月
17
日
）に

つ
い
て
も
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

　

花
の
拠
点
「
は
な
ふ

る
」
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

（
南
島
松
８
２
８
）で
３

月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
、

恵
庭
南
高
校
美
術
部
展

が
開
か
れ
ま
し
た
。恵
庭

市
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
「
え
に
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
の
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
。同
校
美
術
部
の
稲

見
尚
顧
問
を
は
じ
め
大

井
彩
加
部
長（
３
年
）ら

部
員
４
人
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、「
は
な
ふ
る
」

に
来
館
し
た
市
民
や
観

光
客
ら
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
美
術
部
で
は
毎

年
８
月
の
高
文
連
と
、翌

年
２
月
の
道
展
Ｕ_

21

に
向
け
た
創
作
活
動
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。大
会
出
場
以
外
に
も

多
く
の
方
に
作
品
を
見

て
も
ら
お
う
と
、昨
年
か

ら
「
は
な
ふ
る
」
で
の
一

般
公
開
を
ス
タ
ー
ト
。２

回
目
と
な
る
今
年
も
、多

く
の
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
よ
う
と
制
作
に
励
み

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ポ
ス
タ
ー

に
採
用
さ
れ
た
冨
成
乙

さ
ん（
２
年
）の
油
絵
「
樹

海
」、小
林
美
咲
さ
ん（
同
）

の
イ
ラ
ス
ト
「
花
」、大
井

部
長
の
イ
ラ
ス
ト
「
優
等

生
」、「
花
言
葉
」
や
稲
見

顧
問
の
日
本
画
「
弦
」
な

ど
、作
者
の
感
性
あ
ふ
れ

る
力
作
11
点
を
展
示
。期

間
中
に
訪
れ
た
愛
好
家

や
見
物
客
ら
が
、作
品
に

込
め
ら
れ
た
思
い
を
感
じ

取
る
よ
う
に
じ
っ
く
り
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
を
終
え
て
、大
井

部
長
は
「
一
つ
ひ
と
つ
の

作
品
が
丁
寧
に
描
か
れ
て

い
る
内
容
を
見
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
。高
文
連
で

賞
を
取
っ
た
作
品
な
ど
、

個
性
豊
か
な
部
分
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
」
と
振
り
返

り
ま
し
た
。指
導
す
る
稲

見
顧
問
も
「
１
年
間
制
作

を
続
け
て
き
て
、自
分
に

足
り
な
い
部
分
な
ど
感
じ

て
く
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
」
と
部
員
た
ち
の
成
長

に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

　
令
和
５
年
度
の
恵
庭
市

青
少
年
国
際
交
流
派
遣
事

業
で
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド・

テ
ィ
マ
ル
市
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
市
内
の
中
学
生
・

高
校
生
計
３
人
が
、
派
遣

期
間
を
終
え
て
無
事
帰
国

し
ま
し
た
。
４
月
３
日
に

恵
庭
市
役
所
を
訪
問

し
、
原
田
裕
市
長
や

岩
渕
隆
教
育
長
、
恵

庭
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
協
会
の
田
中
芳
憲

会
長
ら
に
帰
国
の
あ

い
さ
つ
と
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
派
遣
さ
れ

た
の
は
永
井
優
心
華

（
ゆ
み
か
）さ
ん=

北
海
道
文

教
大
附
属
高
３
年
、
菊
池
瑳

虎(

さ
く
）さ
ん=

恵
庭
北
高

２
年
、
今
紺
愛
里(

あ
い
り
）

さ
ん=

恵
北
中
３
年
。一
行

は
３
月
９
日
に
日
本
を
出
発

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
現
地
の
学
校
に
通
学
。

現
地
で
の
生
活
体
験
を
終

え
、３
月
29
日
に
新
千
歳
空

港
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

永
井
さ
ん
は「
ス
ー
パ
ー

で
は
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た

め
、
量
り
売
り
が
多
か
っ
た

で
す
。
さ
ら
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、マ

イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て
い
る

人
が
多
い
な
ど
、エ
コ
先
進

国
と
し
て
の
取
り
組
み
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
」と

環
境
保
護
を
意
識
し
た
生
活

を
報
告
。
菊
池
さ
ん
は「
街

並
み
や
文
化
な
ど
、
英
国
に

植
民
地
支
配
さ
れ
て
い
た
時

代
の
名
残
が
所
々
に
あ
る
の

が
印
象
的
で
し
た
」と
語
り
、

今
紺
さ
ん
は「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
観
光
へ
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
学
校
で
ピ

ア
ノ
を
演
奏
し
た
り
と
楽
し

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
」と
貴
重
な
経
験
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
原
田
市
長
は「
今
回
の
経

験
か
ら
国
際
的
な
視
野
を
広

げ
、
将
来
に
活
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
派
遣
者
３
人
が

原
田
市
長
ら
に
お
土
産
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
編
集
部　
大
谷
）

恵庭ちゃんと  かわら版ちゃんと  かわら版

恵庭市青少年国際交流派遣事業
派遣者３人が市長に帰国報告

はなふるで「恵庭南高校美術部展」えにアートギャラリー来場者に好評

恵庭市が地域担当職員連絡会議開催
各町内会活性化へ地域担当職員配置


